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「我々は（主には）文系ですので、独自の

技術を開発するというのは多分、難しい。で

すから、既存のいろいろな製品やサービスを

どう上手く使えば我々の課題解決に繋げられ

るか、というところがポイントになってきます」

例えば、方向音痴に関する研究で「どうい

う人が方向音痴なのか」あるいは「どういう

状況で（人は）道に迷うのか」といった実験

を行う場合、かつては被験者を実際にどこか

へ連れていき街中を歩いてもらって、人の動

きをビデオカメラで記録し、その映像をコマ

送りして解析する、などの手法が取られてい

たといいます。そのうち、FPS（First-Person 

Shooter）のゲームが出始めると、FPSの空

間内を移動したり、マップを作成する機能を

研究に応用するようになり、さらに、フォー

ラムエイトの3DリアルタイムVR「UC-win/

Road」をベースとするドライブ・シミュレータ

（DS）を導入した後は、UC-win/Roadで作

成したVR空間を歩行モードで被験者に移動

してもらい、様々な方向やアングルから見せ

方をコントロールしつつ「方向感覚の良い人

と悪い人でどう違うか」などの研究を展開。

これはクルマの運転シーンでの活用という導

入時の意図を越えて、人の移動の研究に用い

ることを着想したもの。つまり、世の中にある

ツールや新しい技術を研究にどのように活用

するかを発想することが心理学研究者にとっ

ては大きなカギになる、と大

阪大学大学院人間科学研究科

の篠原一光教授（応用認知心

理学研究分野）は説きます。

同研究科では、篠原教授が

他大学や企業との共同研究

に参加した際、UC-win/Road 

DSの利用可能性を実感。

2013年度ヒューマンサイエン

ス・プロジェクト（研究科内で

の競争的資金）を機に導入に

至りました。以来、同研究科の

応用認知心理学研究分野および安全行動学

研究分野の2研究室で同DSを共同運用して

います。

日本で初めて「人間科学」を冠した
学部／研究科

大阪大学は1931年、国内第6番目の帝国大

学として創設。そこでは、緒方洪庵が1838年

に設立した適塾をその源流とする医学部、お

よび塩見理化学研究所（1916年設立）を継承

する理学部の2学部が設置されました。適塾

創設以来180年超を経る中で、同大は新制大

阪大学（1949年発足）への移行をはじめ、段

階的に体制を拡充・再編。現在は文学部、人

間科学部、外国語学部、法学部、経済学部、

理学部、医学部、歯学部、薬学部、工学部、基

礎工学部の11学部、および大学院の16研究科

などにより構成。大学・大学院を合わせて2万

3千人超（数字はいずれも2020年5月現在）の

学生が吹田、豊中および箕面の3キャンパスを

拠点に展開しています。

今回ご紹介するのはそのうち、大学院人間

科学研究科に属する応用認知心理学および

安全行動学の両研究分野です。文学部から独

立する形で、わが国初となる「人間科学部」

の名称を冠した学部が設置されたのは1972

大阪大学大学院 人間科学研究科
応用認知心理学研究分野／安全行動学研究分野

心理学や安全を軸に行動学系の視点から多様な研究を展開
UC-win/Road DSベースの仮想空間活用で広がる研究の可能性

大阪大学

URL　https://www.hus.osaka-u.ac.jp/

所在地　大阪府吹田市

研究開発内容：（応用認知心理学）日常的場面での
人間の行動と認知の研究、（安全行動学）実社会の
安全性向上を目指した心理・行動学的研究

Academy User
 vol.26

大阪大学 大学院 人間科学研究科
人間行動学講座・応用認知心理学研究分野
篠原 一光 教授

単眼式ヘッドアップディスプレイを使って、
ドライビングシミュレータで追従走行するための実験装置

Academy Users Report























































































 UC-1 インフラデジタルデータベースの
    DX（DigitalTransformation）への展開
インフラデジタルデータベース（インフラデジタルＤＢ)
インフラデジタル DB は以下のシステム構成からなるもので、道路関連
業務にて検索インターフェース上で個別システムまたは各種データを相互
に関連付けて利用（登録・検索・表示・印刷出力）できるシステムです。

DXへの展開
インフラのデジタル化は国の方針でも有り、建設関係の生産性向上の
ために、小規模なものを除く全ての公共工事について、2023年度までに 
BIM/CIM活用への転換を実現するとして、以下のような体制を敷き、イン
フラ分野のDX推進を企図しています。
現在フォーラムエイトで推進しているインフラデジタルDBはまさにこの
対象の真っただ中に有り、国のDXセンターとの連携も視野に活動してい
るところです。

対象となるシステム
全ての公共工事が対象となりますが、その中でも今後道路を中心に、

橋梁／トンネル／舗装／下水道等／道路付属物データベースシステム
群に注力していきます。

通行規制 調査統計 道路防災日常
維持管理

道路利用者への
情報提供

道路巡回 交通渋滞
の解消

緊急迂回路
設定

災害復旧
計画

修繕工事
実施

予算計画
・執行

道路関連情報群

道路関連情報群

道路管理者業務

気象テレメータ

各種センサー

パトロール

CCTV

道路モニター

等々

施設点検業務

電子納品資料

復旧工事

等々

施設諸元情報等
（スタティックデータ）
・道路に関する諸元情報
・道路ネットワーク情報
・施設完成図面
・道路占用情報
・防災拠点情報
・「道の駅」情報
   　等々

観測情報等
（ダイナミックデータ）
・道路気象観測情報
・トラフィックカウンター情報
・道路パトロール情報
・道路規制情報
・CCTV 画像
・沿道住民や道路利用者意見
    等々

点検・調査情報等
（セミ・ダイナミックデータ）
・道路施設等の点検情報
・耐震補強の進捗状況
・道路陥没リスク診断情報
・交通センサス
・災害履歴
・復旧手法情報
・各種資材等の保有保管状況
   　等々相互連携 相互連携

データベース検索インターフェース

橋梁管理
DBシステム

舗装管理
DBシステム

ﾄﾝﾈﾙ管理
DBシステム

附属物管理
DBシステム

防災ｶﾙﾃ管理
DBシステム

地図データ

・橋梁点検
・橋梁ﾏﾈｼ ﾒ゙ﾝﾄ

・路面性状調査
・舗装管理

・道路トンネル
　定期点検

・道路附属物
　点検

・道路防災
　総点検

統合データベース

・道路施設
　管理

道路管理データベースシステムトップメニュー（道路管理ポータルサイト）

橋梁ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
システム

統合DB

…

防災ｶﾙﾃ管理
DB

橋梁管理
DB

舗装管理
DB

トンネル管理
DB

附属物管理
DB

橋梁ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
DB

インフラデジタルデータベースシステム

連携

企業
推進本部

国土交通本省

データセンター、
ロボティクス実験フィールド

国総研、土研、建研

人材育成センター

地方整備局
技術事務所等 大学

具体的な対応1
下図の様に、収集したデータを分析し、分析データもクラウド化して共
有化します。

具体的な対応2
最終的には現場にフィードバックされる道筋が作られます。

地理空間
情報の活用

人工
知能

ビッグ
データ

数理
科学

衛星 GNSS

大量データの収集・分析

MC&MG

GNSS ローバー
現地調査

TS

GPS for i-Construction

名誉教授ドットコム株式会社との共同開発 
今回、弊社では、既存のシステムに加え、名誉教授ドットコム株式会社

にご協力頂き、インフラデジタルＤＢを用いた維持管理システム（橋梁編）
を開発しております。

IT､クラウド
技術の活用

衛星 GNSS
航空レーザ
（LP）

DGNS 受信機
レーザー

カメラ

人工
知能

ビッグ
データ

数理
科学

大量データの収集・分析
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名誉教授ドットコム株式会社は、知見とネットワークを活用し、企業や自
治体などの課題解決につなげるベンチャー企業です。AIによる劣化判定
プログラムや、多くのデータの基本情報抽出・ラベリングを行うことなど、
様々な技術を連携して開発を進めています。

情報の活用
前述のように、インフラデジタルDBを構築することで、あらゆるインフラに

フィードバックされ､左ページ下図の様な体系で情報活用が図られます｡
いま正に、社会インフラの老朽化、熟練技術者の減少の他、経費削
減や作業時間の短縮、判定結果のばらつき抑制など様々な課題があり
ます。それらを解決するために、以上のように、弊社としては単なるデータ
整備といった技術的対応のみでなく、DX(デジタル・トランスフォーメーショ
ン)のコンセプトに則り、積極的に開発･活動を行って参ります。
さらに近年激しい気候変動により豪雨による洪水等の災害発生が頻
繁に見受けられますが、従来のデータを整備し加工することで防災に貢
献できることは既に実証されています。即ちVR(Virtual Reality）による
事前認識が機敏で適切な行動につながる事で期待が寄せられます。3次
元ハザードマップによる様々な災害、津波のバーチャル体験などは、正に
人の命に関わるDXといえます。どうぞご期待下さい。

維持管理システム（橋梁編）（仮称）　　　　 
リリース予定
今後は以下製品の早期リリースを目指し、開発を進めていきます。

現地点検システム
（開発予定） AI損傷度判定支援システム

（開発中）

橋梁点検支援システム

インフラデジタル
データベースシステム

データ参照/
登録

データ参照/
登録

現場にて橋梁点検を実施しながら、損傷個
所の写真撮影、損傷状況のコメントを記録
現場にて橋梁点検を実施しながら、損傷個
所の写真撮影、損傷状況のコメントを記録 損傷写真から損傷度／健全度／

対策区分をＡＩが自動判定
損傷写真から損傷度／健全度／
対策区分をＡＩが自動判定

橋梁情報の入力、図面の登録を行い、現地点
検で得られた損傷写真を点検調書へ紐づけ
橋梁情報の入力、図面の登録を行い、現地点
検で得られた損傷写真を点検調書へ紐づけ

管理対象となる橋梁群の長寿命化計画を
行い、補修補強計画の基礎資料を作成
管理対象となる橋梁群の長寿命化計画を
行い、補修補強計画の基礎資料を作成

1.現地点検 2.損傷度/健全度判定

3.点検調書作成4.補修補強計画

損傷度
a b c d e
健全度
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
対策区分
A B C1 C2

橋梁長寿命化修繕計画
策定支援システム

氾濫解析システム（小規模河川の氾濫推定図作成の手引き）対応版 
国土交通省ならびに国土技術政策総合研究所より、「小規模河川
の氾濫推定図作成の手引き」（R2年6月版）が発刊されました。近
年、一級河川及び二級河川（以下、「小規模河川」）での氾濫被害が
多数発生していますが、このような小規模河川では、水害リスク情報
が十分に整備されていないため、水害リスク情報の空白地帯となって
いるとされています。この手引きでは一般の浸水氾濫シミュレーショ
ンでの作業に比べて少ない労力で氾濫推定図が作成できる手法が
提示されました。
以下では、この手引きに沿ってフォーラムエイトが開発を進めてい

る「氾濫解析システム（小規模河川の氾濫推定図作成の手引き）対
応版」についてご案内いたします。

計算方法の特徴

この図のように主な計算処理は以下に分類されます。
・氾濫形態の判定
・流下型氾濫のとしての計算
・貯留型氾濫としての計算

特長と留意点
○一次元計算のみを使用、破堤なし、少ない作成労力
●河川レーザプロファイラデータ等から河道断面を設定
●簡略計算のため、浸水深・範囲の精度が低い場合あり

氾濫形態の判定
氾濫形態の判定例として、下図に示すように、壁立て計算水位の
氾濫原への延伸線の地表面との交点が川幅Bの両岸10倍以内の場
合に流下型､そうでない場合を貯留型とする方法が挙げられています｡

流下型氾濫は、氾濫域を含めた不等流計算を行いますので、下図
のようなイメージになります。

３次元可視化
３次元地形図上における氾
濫範囲結果をUC-win/Road
連携による可視化シミュレー
ションも開発していきます。
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｢Rey.Hori ｣
こと 堀内 営さん
URL ： http://www.yk.rim.or.jp/~reyhori/
所在地 ： 神奈川県川崎市

3DCGを堀内営（ほりうち まもる）さんが趣味として始めたのは

1992年頃。当初は広く使われていた別のCGソフトを購入したもの

の、斯界の先達アーティストを介して氏が使用するShadeに初めて触

れる機会を得て、自由曲面モデリングによる、その使い勝手の良さを

改めて実感。95年に自らもShade（当時は「ShadeⅢ」）を導入する

に至っています。

Shadeを使い始めて以降、同氏はその、より効果的かつ効率的な

活用に繋げるべく、様々なソリューションを模索。そうした一環として、

「Shadeは３D形状を作るソフトで、２D作図のソフトではない」との

観点に立脚。モデリングするための最初の図形は2DCADソフトで作

成。そのデータをAIやEPS形式のファイルにしてShadeに読み込ませ

る、という独自のアプローチを考案し、これまで多用してきています。

特に近年は、込み入った構造物のイラスト作成を依頼される際など

に、3DCADデータを顧客側から提供してもらえるケースが増加。そ

の意味でも現行のShade3Dで、NURBSでSTEP形式のデータを入

出力できるようになったのは大きな強み、との見方を述べます。

また堀内さんは元々、モデリング手法に関しては個人的に「ポリゴ

ンよりも自由曲線」で行いたい、との思いを醸成。試行錯誤する中で、

その際、他のソフトとの併用により同手法の機能をより有効に活用で

きるのでは、との着想に至りました。

同氏は、色味調整の負荷を軽減する狙いから、まずShadeを使い、

一度きちんと作り込んだモデルを用意。それを別名保存した上で表面

材質をすべて取り外し、全モデルを黒、そのうち欲しいパーツのみを白

で表示した「マスク」を作成する手法に着目。色味に関し、とりわけ厳

格で細部にわたって何度でも調整を求められたケース、あるいは宇宙

船の各部を僅かにザラザラした感じにするため「汚し」を施したケー

スなどではマスクの活用により作業を効率化できたと言います。

冒頭でも触れたように、同氏は97年の独立以降、1）電子・電気部品、

2）新パッケージを検討中の市販薬、3）一見ありそうなのにどの会社

のものでもない携帯電話機などの製品、4）グレッグ・イーガン氏、アイ

ザック・アシモフ氏、フィリップ・K・ディック氏、林譲治氏ら国内外のSF

作家による小説書籍など向けに各種イラストを制作しています。

さらに、2004年からは高エネルギー加速器研究機構（KEK）を中

心に国際協力によって設計開発が進むILCの最新状況をイラストや

アニメで表現する業務を担当。このILCを日本に建設しようという素

粒子物理学における国際プロジェクトには世界の研究者や技術者が

注目。その実現に向けた取り組みを通じ、更新される計画を反映した

3DCGを同氏はほぼ毎年、制作し続けています。

「ILCに関しては計画に早くGOサインが出て欲しいです」。世界を

巻き込み巨額の費用を要する同プロジェクトにスタート時からイラス

トレーターとして関わり続ける堀内さんは、我が事としてその行方を

注視。併せて、ILC向け業務を通じ育んできた科学系向け、あるいは

広報素材としての3DCGのノウハウを基に、国内外の加速器関連装置

はもちろん、宇宙航空研究開発機構（JAXA）や大型低温重力波望遠

鏡KAGRAなど向けのニーズにも期待。3DCADソフトや写真とは異

なる、3DCGならではの「この世に存在しないものをフォトリアルに

表現できる」メリットへの理解浸透も図りたいとの思いを述べます。

（執筆：池野隆）

Vol.7
　鳥取大学工学部生産機械工学科を卒業後、富士通株式会社に入社し大
型プリンターの機構設計などに従事。その間、高校時代から嗜んできたコン
ピュータの趣味は、自ら3次元コンピュータグラフィックス（3DCG）の高度な
ニーズに対応できるまでに昇華。1997年に独立して以来、3DCGのイラストや
アニメーションを制作するフリーランサー（ビジネスネーム「Rey.Hori（れい・
ほり）」）としてメカへの強みを活かした作品作りで独自性を発揮しています。

　当初は、電子・電機部品の新製品、市販薬などのパッケージ画およびSF書
籍・雑誌向け表紙絵などのCG制作、あるいはWebデザインを中心に活動。そ
のような中、2004年に次世代加速器「国際リニアコライダー（ILC）」の関係
者らからその取り組みについて説明するためのイラスト制作を受注。これを契
機に、毎年のように継続的な検討を通じて加えられるILCの計画変更を反映し
たイラスト作成のほか、国内外の加速器関連装置など、高度な専門性を要する
多様な業務にもその対象を広げてきています。

自由曲面モデリングや各種形式データとの連携など強みを有効活用
Shade導入以来25年、各種製品からSF、ILCなどへ活躍の場を拡張

Interview

プロフィール

▲ SF小説のイラストも手掛ける ▲ILC用超電導加速空洞の
　分解イラストとモデリング画面

▲ILC主加速器の完成予想図 ▲林譲治著「星系出雲の兵站ー遠征ー1」
　のカバー画とモデリング画面
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